別紙様式第2号
個別指導等実施報告書（　学期）

（　　　　　学部）
１．面談等の担当者・期間※
※「担当者」は、学生担任や指導教員などの役職を記入する。
「期間」は、連絡を取れる対象学生等について面談等にかかった期間を記入する。
　
・担当者
　・期間

２．個別指導等の対象学生となる要件

□　全学の要件と同じ
□　全学の要件に加え、学部独自の要件を追加（具体的に記入）



３．上記要件による対象学生数及び対象学生の状況等
　　
	人数

対象学生数
	左記の内，方針第3第2項により面談不要と認めた者
	対象学生の状況等（複合要因はそれぞれに算入）
	連絡不能

	
	
	学修方法に問題あり

	学修量
不足※
	基礎学力不足
	意欲減退
	疾病
	その他
	

	
	
	
	
	
	学修意欲減退
	進路再考
	
	
	

	1年次
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2年次
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3年次
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4年次
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	過年次
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※「学修意欲減退」「疾病」等の理由はなく、単に学修量が不足すると思われる者の人数を記入する。

[bookmark: _GoBack]４．その他（特記事項・課題・提案等）

